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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２４年１１月１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２４年７月８日 １１時００分ごろ 

発生場所 大分県日
ひ

出
じ

町日出港沖  

 日出町所在の別府港日出松ケ鼻２号防波堤灯台から真方位１５４°

１,３００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°２１.３′ 東経１３１°３２.６′） 

事故調査の経過  平成２４年７月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 はやぶさ、４.６トン 

 ＯＴ３－６０５７５（漁船登録番号）、個人所有 

 １１.３５ｍ（Lr）×２.７４ｍ×１.０２ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４６kＷ（動力漁船登録票による）、昭和５２年６

月１０日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６３歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 平成２０年１１月１１日 

  免許証交付日 平成２０年１１月１１日 

         （平成２５年１１月１０日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 プロペラ及び舵を曲損 

 事故の経過  本船は、船長ほか甲板員１人が乗り組み、廃船を左舷側に横抱き

し、廃船の処分を依頼するために日出港へ向けて航行中、船長が、大

分県大分市関埼沖を通過してから、約７～８ノット（kn）の速力と

し、日出港の建物を船首目標として北北西進した。 

 船長は、海面上に建網漁の標識やゴミなどの浮遊物が多く、水面下

が濁るようになったので、速力を約３～４kn とし、船首部に立って遠

隔操縦装置を使用して浮遊物などを避けながら操船した。 

船長は、陸岸から約１００ｍ沖を航行しているから乗り揚げること

はないと思って航行中、平成２４年７月８日１１時００分ごろ、岸か

ら約１５０ｍ沖において、船底が岩みたいなものに当たった「ゴト

ッ」という音がしたが、そのまま日出港に入港した。 
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船長は、日出港内にあるマリーナに廃船を引き渡し、１２時００分

ごろ日出港を出港して大分県津久見市津久見港沖の漁場に向かった

が、舵効きが悪く速力も上がらなかったので、このままでは潮流の速

い関埼沖を航行することができないと思い、関埼西方沖で１１８番通

報して救助要請をした。 

本船は、巡視船にえい
．．

航されて大分市佐賀関港に入港した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約２～３m/s、視程 約１０km

海象：波高 約４０～５０㎝、潮汐 上げ潮の末期、潮高 約２０１cm

 その他の事項 

 

 船長は、平成２３年１１月に本船を購入し、平成２４年３月から他

の仕事の合間に漁業を行うため、本船に乗り始めた。 

 本船の喫水は、船首約０.７ｍ、船尾約１.０ｍであった。 

本船は、ＧＰＳプロッターがなかった。 

船長は、本船にレーダーを備えていたが、購入した直後で使用方法

が分からなかったので、レーダーを使用していなかった。 

船長は、日出港に入港するのは初めてであり、海図を所有していな

かったが、日出港沖には浅瀬などを示す標識が設置されているものと

思い、大分県地図を参考にして目視のみで航行した。 

 海図Ｗ１２１９によれば、日出港入口南東方付近には、陸岸から約

１５０ｍ沖まで干出岩が拡延している。 

 本船は、小型船舶の検査を受検していなかった。 

 船長及び甲板員は、救命胴衣を着用していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、日出港沖を同港に向けて北北西進中、船長が出港前に海図

等で航行経路の水路調査を行っていなかったことから、日出港入口付

近の干出岩に向けて航行し、同干出岩に乗り揚げたものと考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が、日出港沖を同港に向けて北北西進中、船長が出

港前に海図等で航行経路の水路調査を行っていなかったため、日出港

入口付近の干出岩に向けて航行し、同干出岩に乗り揚げたことにより

発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・初めての港に入港する場合、出港前に海図等で航行予定経路の水

路調査を行い、レーダーなどの航海計器を適切に使用して船位を

確認しながら航行すること。 

 ・乗船中は、救命胴衣を着用すること。 

 




